
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内と外気とを連通する開口部に換気扇を設置し、前記換気扇により外気が取り込まれ
る開口部又は室内の領域に相対湿度センサと温度センサとを設置し前記換気扇を間欠運転
モードで運転させ、前記換気扇の運転による前記相対湿度センサの測定した相対湿度と前
記温度センサの測定した温度から求められる気中水分量の変化から前記換気扇の運転モー
ドを制御するようにした室内自動換気システムにおいて、
　所定の時間ごとに前記相対湿度センサで測定された相対湿度と前記温度センサで測定さ
れた温度を記憶する記憶手段と、温度に対応させて飽和水蒸気量を出力可能な飽和水蒸気
量出力手段とを備え、時間Ｔ 0 に測定されて前記記憶手段に記憶された相対湿度データＲ
Ｈ 0 と温度データＴ 0 から絶対湿度ＡＨ 0 を求め、この絶対湿度ＡＨ 0 を、その後の時間
Ｔ 1に測定された温度データＴ 1における相対湿度ＲＨ 0 ´に換算し、この相対湿度ＲＨ 0 
´と時間Ｔ 1に測定された相対湿度ＲＨ 1とを比較して、時間Ｔ 0 から時間Ｔ 1までの同温
度に換算したときの相対湿度の変化（ＲＨ 0 ′－ＲＨ 1）が予め設定した範囲を越えたと
き前記換気扇の運転モードを切り換えることを特徴とする室内自動換気システム。
【請求項２】
　室内と外気とを連通する開口部に換気扇を設置し、前記換気扇により外気が取り込まれ
る開口部又は室内の領域に相対湿度センサと温度センサとを設置し前記換気扇を間欠運転
モードで運転させ、前記換気扇の運転による前記相対湿度センサの測定した相対湿度と前
記温度センサの測定した温度から求められる絶対湿度の変化から前記換気扇の運転モード
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を制御するようにした室内自動換気システムにおいて、
　所定の時間ごとに前記相対湿度センサで測定された相対湿度と前記温度センサで測定さ
れた温度を記憶する記憶手段と、温度に対応させて飽和水蒸気量を出力可能な飽和水蒸気
量出力手段とを備え、時間Ｔ 1に前記相対湿度センサで測定された相対湿度ＲＨ 1と前記温
度センサで測定された温度Ｔ 1から絶対湿度ＡＨ 1を求め、この絶対湿度ＡＨ 1を、これよ
り前の時間Ｔ 0 に測定されて前記記憶手段に記憶された温度Ｔ 0 における相対湿度ＲＨ 1
´に換算し、この相対湿度ＲＨ 1´と前記記憶手段に記憶された時間Ｔ 0 における相対湿
度ＲＨ 0 と比較して、時間Ｔ 0 から時間Ｔ 1までの同温度に換算したときの相対湿度の変
化（ＲＨ 0－ＲＨ 1´）が予め設定した範囲を越えたとき前記換気扇の運転モードを切り換
えることを特徴とする室内自動換気システム。
【請求項３】
　前記換気扇が連続運転モードで運転を行っているときに、相対湿度の減少（ＲＨ 0 ′－
ＲＨ）が予め設定した範囲を越えたとき前記換気扇の運転モードを切り換えることを特徴
とする請求項１ 記載の室内自動換気システム。
【請求項４】
　温度に対応させて飽和水蒸気量を出力可能な手段が、温度に対応させて飽和水蒸気量を
示すテーブルを記憶する記憶手段であることを特徴とする請求項１乃至 のいずれか１項
に記載の室内自動換気システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、換気扇を用いて室内の湿気を効率的に除去する室内自動換気システムに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
木造住宅では湿気が高いと畳が腐ったり、カビが生えたり、床下の木材が腐りやすくなり
、住んでいる人が不快であるばかりでなく、建物の強度が低下するようになる。コンクリ
－ト住宅では、さらに湿気が多いところで結露が発生してカビを発生させたり、その結露
がコンクリ－ト中に浸入して凍ることによりひび割れを生じさせるという問題がある。
【０００３】
このような問題をなくするためには、室内にエアコンを設置してドライ運転させればよい
が、この方法は電力消費が大きいため経済的ではない。
【０００４】
少ない電力で同様の効果が得られる方法として、換気扇を運転させて室内の湿気を含んだ
空気を屋外に排出し屋外の乾燥した空気を取り込んで室内水分を減少させる方法がある。
【０００５】
このような方法として、屋外と室内の絶対湿度を測定し、両者を比較して屋外の絶対湿度
が室内の絶対湿度よりも一定値、例えば１ｇ／ｋｇ′だけ低くなったとき換気扇の運転を
開始させる方法と、換気扇を間欠的に運転させて間欠運転の前後で換気扇近傍の室内の絶
対湿度が一定値、例えば１ｇ／ｋｇ′を越えて減少したとき、換気扇を連続運転させる方
法が知られている。
【０００６】
これらの方法は、断続的に換気扇を運転するのであるから電力消費が少なく、しかも室内
の絶対湿度が屋外のそれよりも高くなって除湿の効果があるときだけ換気扇が運転される
ので、確実に室内の除湿が行われる。
【０００７】
しかしながら、この方法では、夏場などの高温状態では高い精度で除湿が行われる半面、
冬場などの低温状態では精度が低下して除湿効率が悪くなるという問題があった。
【０００８】
これは、絶対湿度の測定原理に由来している。以下にその理由を説明する。
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【０００９】
　湿度の電気的な測定は、固体が吸湿すると露点に至るまでは電気抵抗が含水量にほぼ比
例して増加する原理を利用している。したがって、直接電気的に測定される湿度は空気の
相対湿度であり、絶対湿度は、ここで測定された相対湿度とその時の温度の
から演算によって求められる。なお、室内と屋外の相対湿度の差によって換気扇を制御す
る方法も提案されているが、相対湿度は空気中の水分量（絶対湿度）が一定でも、特に高
い温度領域において、温度によって大きく変化し、室内外の温度差が大きい場合には、絶
対湿度の差と相対湿度の差が逆転することもあるため、このようなときには逆に室内に水
分を持ち込むことがあるという問題がある。
【００１０】
ところで、換気扇の制御を絶対湿度を基準にして行う場合には、換気を開始するとき、す
なわち換気扇の連続運転を開始するときの絶対湿度と換気を停止するときの絶対温度との
間に差を設ける必要がある。
【００１１】
換気扇の連続運転を開始させるときの絶対温度と連続運転している換気扇を停止の時の絶
対温度の差を２ｇ／ｋｇ′とした場合、飽和絶対湿度は４０℃では４８．８５ｇ／ｋｇ′
、１０℃では７．６３ｇ／ｋｇ′、５℃では５．４０ｇ／ｋｇ′であるから、４０℃のと
きには４８．８５÷２＝２４＋０．８５で２４の区分で運転・停止の制御を行うことがで
きるが、１０℃では７．６３÷２＝３＋１．６３で３区分でしか運転・停止の制御を行う
ことができず、５℃では同様に２区分でしか運転・停止の制御を行うことができなくなっ
てしまう。
【００１２】
この問題を回避するため、運転開始と運転停止の時の絶対湿度の差を０．５ｇ／ｋｇ′と
すると、夏場では頻繁に運転・停止が繰り返されて煩わしく、冬場の５℃のときには制御
できる絶対湿度の区分は１０区分しかないから、この場合でも除湿の効率は低くなってし
まうという問題があった。
【００１３】
　さらに、絶対湿度を求めるには、相対湿度と温度を測定し、この相対湿度と温度から計
算又はテーブルによって絶対湿度を求めているが、異なる時間における絶対湿度を比較す
るために、前に測定した温度と相対湿度から前に測定したときの絶対湿度を求め、さらに
後に測定した温度と相対湿度から後に測定したときの絶対湿度を求めて、これらの絶対湿
度を比較するのでは、計算量が多くなり

演算装置部分のコストが高くなるという問題があった。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように、従来の、屋外と室内の絶対湿度を測定し両者を比較して屋外の絶対湿度
が室内の絶対湿度よりも一定値だけ低くなったとき換気扇の運転を開始させる方法や、換
気扇を間欠的に運転させて間欠運転の前後で換気扇近傍の室内の絶対湿度が一定値を越え
て減少したとき、換気扇を連続運転させる方法では、低温の領域で除湿が十分行われない
という問題があった。
【００１５】
また、間欠運転前後の絶対湿度を比較するためには、計算量が多くなり

演算装置部分のコストが高くなるという問題もあ
った。
【００１６】
本発明は、かかる従来の問題を解消すべくなされたもので、絶対湿度を制御パラメータと
して換気扇の制御を行って室内の換気を行う室内換気システムにおいて、相対湿度で演算
を行うことにより、広い温度領域において効率のよい室内の除湿を行うことができ、しか
も演算装置を安価にすることのできる室内換気システムを提供することを目的としている
。
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【００１７】
【課題を解決するための手段】
本発明の室内自動換気システムの第１の実施形態は、  室内と外気とを連通する開口部に
換気扇を設置し、前記換気扇により外気が取り込まれる開口部又は室内の領域に相対湿度
センサと温度センサとを設置し前記換気扇を間欠運転モードで運転させ、前記換気扇の運
転による前記相対湿度センサの測定した相対湿度と前記温度センサの測定した温度から求
められる気中水分量の変化から前記換気扇の運転モードを制御するようにした室内自動換
気システムにおいて、所定の時間ごとに前記相対湿度センサで測定された相対湿度と前記
温度センサで測定された温度を記憶する記憶手段と、温度に対応させて飽和水蒸気量を

とを備え、時間ｔ 0 に測定されて前記記憶手段に記憶され
た相対湿度データＲＨ 0 と温度データＴ 0 から絶対湿度ＡＨ 0 を求め、この絶対湿度ＡＨ
0 を、その後の時間 に測定された温度データ における相対湿度ＲＨ 0 ´に換算し、
この相対湿度ＲＨ 0 ´と時間 に測定された相対湿度 とを比較して、時間ｔ 0 から
時間 までの同温度に換算したときの相対湿度の変化（ＲＨ 0 ′－ ）が予め設定し
た範囲を越えたとき前記換気扇の運転モードを切り換えることを特徴としている。
【００１８】
　また、第２の実施形態は、  室内と外気とを連通する開口部に換気扇を設置し、前記換
気扇により外気が取り込まれる開口部又は室内の領域に相対湿度センサと温度センサとを
設置し前記換気扇を間欠運転モードで運転させ、前記換気扇の運転による前記相対湿度セ
ンサの測定した相対湿度と前記温度センサの測定した温度から求められる絶対湿度の変化
から前記換気扇の運転モードを制御するようにした室内自動換気システムにおいて、所定
の時間ごとに前記相対湿度センサで測定された相対湿度と前記温度センサで測定された温
度を記憶する と、温度に対応させて飽和水蒸気量を

とを備え、時間 に前記相対湿度センサで測定された相対湿度 と前記温度セン
サで測定された温度 から絶対湿度 を求め、この絶対湿度 を、これより前の
時間ｔ 0 に測定されて前記記憶手段に記憶された温度Ｔ 0 における相対湿度 に換
算し、この相対湿度 と前記記憶手段に記憶された時間ｔ 0 における相対湿度ＲＨ 0
 と比較して、時間ｔ 0 から時間 までの同温度に換算したときの相対湿度の変化（

）が予め設定した範囲を越えたとき前記換気扇の運転モードを切り換えること
を特徴としている。
【００２０】
　いずれの実施形態においても、前記換気扇が連続運転モードの運転を行っているときに
、相対湿度の変化（ＲＨ 0 ′－ ）又は絶対湿度の変化（ＡＨ 0 － ）が予め設定
した範囲を越えたとき前記換気扇を間欠運転モードあるいは、停止その他のモードに切り
換えられる。

【００２１】
　一般に絶対湿度を測定する湿度センサは、相対湿度を電気的に検知する相対湿度検知部
と、温度を検知する温度検知部と、対象とする温度範囲で所定の温度刻みで各温度におけ
る相対湿度と絶対湿度の関係（テーブル）、又は各温度における を記憶する
第１の記憶部と、中央演算制御部とを備え、相対湿度検知部で測定された相対湿度と温度
検知部で測定された温度から絶対湿度を求める構成となっている。
【００２２】
　本発明に使用される絶対湿度を測定する湿度センサは 上記構成を備えており、
相対湿度と絶対湿度を出力できる。また、温度検知部を有しているので、この温度検知部
で測定された温度の出力端末を設けることができる。
【００２３】
したがって、この絶対温度を測定する湿度センサは、絶対湿度センサ、相対湿度センサ、
温度センサとして使用することができる。
【００２４】
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出
力可能な飽和水蒸気量出力手段

ｔ 1 Ｔ 1
ｔ 1 ＲＨ 1

ｔ 1 ＲＨ 1

記憶手段 出力可能な飽和水蒸気量出力
手段 ｔ 1 ＲＨ 1

Ｔ 1 ＡＨ 1 ＡＨ 1
ＲＨ 1´

ＲＨ 1´
ｔ 1 ＲＨ

0－ＲＨ 1´

ＲＨ 1 ＡＨ 1

温度に対応させて飽和水蒸気量を出力可能な手段としては、温度に対応させ
て飽和水蒸気量を示すテーブルを記憶する記憶手段を用いることができる。

飽和水蒸気量

一般的に



なお、温度が一定であれば、相対湿度の変化と絶対湿度の変化とは相関するので、前回測
定の温度と今回測定の温度が同一又は小さい変化（例えば±０．５℃）の場合には、相対
湿度のみを比較しても結果に大きい違いは生じない。
【００２５】
さらに、運転モードは、間欠運転と連続運転だけではなく、測定前後の相対湿度の変化量
の大小や各種の状況（例えば室の大きさ、用途、地域の特性等）により、任意の運転モー
ドを設定することもできる。
【００２６】
なお、いずれの方式においても、冷暖房時の冷熱負荷を少なくするため、換気扇近傍の室
内に温度センサを設置し換気扇の連続運転の際に室内温度が所定の値を越えて変動したと
き換気扇の連続運転モードを停止モードに切換えたり、浴室の換気口に換気扇を設置した
ときには、浴室内に光センサを設置して人が入浴のために照明を点灯したときに換気扇の
連続運転モードを停止モードに切替えさせるようにすることもできる。この場合、人が入
浴が済んで照明が再び消灯されたときに、一定時間連続運転を行う暫時連続運転モードと
することもできる。
【００２７】
本発明の室内換気システムは、木造住宅、コンクリート建造物、倉庫等の全体の除湿、浴
室、床下、天井等の湿気除去に有効であり、特に、別荘やマンション等で普段あまり利用
されない建造物の室内の除湿に効果的である。
【００２８】
【作用】
本発明によれば、相対湿度を間欠運転の前後で比較することにより絶対湿度の区分による
制約がなくなり精度の高い制御が可能となり、全ての温度領域において効率的に水分除去
効率の高い運転を行うことができる。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例について説明する。
【００３０】
【実施例１】
以下本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。
【００３１】
図１は、発明の室内換気システムを建物の換気口近傍に取付けた例を示したものである。
【００３２】
同図において符号１は、建物の壁２に設けられた換気口であり、この換気口１には換気扇
３が取付けられている。この換気扇３は制御ユニット４の制御信号により制御される電源
制御回路５により制御される。
【００３３】
図２は、制御ユニット４の構成図である。
【００３４】
　この制御ユニット４は、相対湿度センサ６、温度センサ７、湿度データと温度データを
記憶する第１の記憶装置（ＲＡＭ）８及び所定の温度刻みで各温度における
を記憶する第２の記憶装置（ＲＯＭ）９及び中央演算装置（ＣＰＵ）１０から構成されて
いる。
【００３５】
この実施例の運転モードは次のように設定されているが、これらの「自動」の運転モード
の他に「手動」のスイッチ操作で強制的に連続運転、停止を行うこともできるようになっ
ている。
【００３６】
（Ａ）「停止モード」
２８分間隔で相対湿度変化（ＲＨ 1 －ＲＨ 1 ´）を求める。
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（Ｂ）「モニター運転モード」
７分間運転、２８分間停止の繰り返し。
（Ｃ）「間欠運転モード」
２分間運転、２８分間停止の繰り返し。
間欠１：１回で「モニター運転モード」へ。
間欠２：２回繰り返して「モニター運転モード」へ。
間欠３：４回繰り返して「モニター運転モード」へ。
間欠４：５回繰り返して「モニター運転モード」へ。
（Ｄ）「乾燥・高湿時モード」
２分間運転、２８分間停止の繰り返し。
（Ｅ）「低温・高温時モード」
２分間運転、２８分間停止の繰り返し。
（Ｆ）「照明灯モード」
消灯時…２分間運転、２８分間停止の繰り返し。
点灯時…２５秒間運転、５分間停止の繰り返し。
【００３７】
次にこの実施例の動作について説明する。
【００３８】
電源をＯＮにすると中央演算装置１０は一定時間（例えば７分間隔）ごとに相対湿度セン
サ６、温度センサ７の相対湿度データＲＨ 0 、温度データＴ 0 を取り込んで第１の記憶装
置８に記憶させる。
【００３９】
次に、中央演算装置１０は、一定時間後に再び相対湿度センサ６、温度センサ７の相対湿
度データＲＨ 1 、温度データＴ 1 を取り込んで、これらのデータを第１の記憶装置８に記
憶させるとともに、先に第１の記憶装置８に記憶させた相対湿度データＲＨ 0 、温度デー
タＴ 0 と、第２の記憶装置９が記憶する温度データＴ 0 、Ｔ 1 に対応する飽和水蒸気量Ｓ
Ｈ 0 、ＳＨ 1 の値を読み出し、相対湿度データＲＨ 0 を、飽和水蒸気量ＳＨ 0 、ＳＨ 1 の
データを用いて、同じ気中水分量の後に測定した温度Ｔ 1 における相対湿度ＲＨ 1 ´（以
下、「換算相対湿度」という。）に換算する。
【００４０】
そして、後の相対湿度データＲＨ 1 の値と、換算相対湿度ＲＨ 1 ´とを比較し、その差及
び温度差（ｔ 0 －ｔ 1 ）に応じて次のように換気扇３の運転モードを切換える。
【００４１】
(1) 「電源ＯＮ時」
換算相対湿度と相対湿度の差が２％ＲＨ未満…「停止モード」
換算相対湿度と相対湿度の差が２％ＲＨ以上…「モニター運転モード」
(2) 「モニター運転モード」
(a) 　温度変化（Ｔ 0 －Ｔ 1 ）にかかわらず換算相対湿度と相対湿度の差が０．５％ＲＨ
以内…継続
(b) 　温度変化（Ｔ 0 －Ｔ 1 ）が±１．５℃以上の場合…継続
（冷暖房機器の使用）
(3) 「間欠運転モード」（温度変化（Ｔ 0 －Ｔ 1 ）が±１．５℃未満）
(a) 　換算相対湿度と相対湿度の差が０．５～１．０％ＲＨ未満…間欠１
(b) 　換算相対湿度と相対湿度の差が１．０～１．５％ＲＨ未満…間欠２
(c) 　換算相対湿度と相対湿度の差が１．５～２．０％ＲＨ未満…間欠３
(d) 　換算相対湿度と相対湿度の差が２．０％ＲＨ以上…間欠４
【００４２】
【実施例２】
この実施例は、後に測定された相対湿度データＲＨ 1 を、先に測定して第１の記憶手段８
に記憶させた温度Ｔ 0 における相対湿度データＲＨ 0 ´に変換して、先に測定して第１の
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記憶手段８に記憶させた相対湿度データＲＨ 0 と比較するようにしたものである。
【００４３】
すなわち、この実施例では、電源をＯＮにすると中央演算装置１０は一定時間（例えば７
分間隔）ごとに相対湿度センサ６、温度センサ７の相対湿度データＲＨ 0 、温度データＴ
0 を取り込んで第１の記憶装置８に記憶させる。
【００４４】
次に、中央演算装置１０は、一定時間後に再び相対湿度センサ６、温度センサ７の相対湿
度データＲＨ 1 、温度データＴ 1 を取り込んで、これらのデータを第１の記憶装置８に記
憶させるとともに、先に第１の記憶装置８に記憶させた相対湿度データＲＨ 0 、温度デー
タＴ 0 と、第２の記憶装置９が記憶する温度データＴ 0 、Ｔ 1 に対応する飽和水蒸気量Ｓ
Ｈ 0 、ＳＨ 1 の値を読み出し、相対湿度データＲＨ 1 を、飽和水蒸気量ＳＨ 0 、ＳＨ 1 の
データを用いて、同じ気中水分量の後に測定した温度Ｔ 0 における相対湿度ＲＨ 0 ´に換
算する。
【００４５】
そして、先の相対湿度データＲＨ 0 の値と、の換算相対湿度データＲＨ 0 ´とを比較し、
その差及び温度差（ｔ 0 －ｔ 1 ）に応じて実施例１と同様にして換気扇３の運転モードを
切換える。
【００４６】
【実施例３】
この実施例は、先に測定された相対湿度データＲＨ 0 を、その温度における換算絶対湿度
ＡＨ 0 として記憶させ、後に測定した相対湿度データＲＨ 1 をその温度における絶対湿度
ＡＨ 1 に換算して、絶対湿度ＡＨ 0 と絶対湿度ＡＨ 1 とを比較してその結果により換気扇
を制御するようにしたものである。
【００４７】
この実施例では、電源をＯＮにすると中央演算装置１０は一定時間（例えば７分間隔）ご
とに相対湿度センサ６、温度センサ７の相対湿度データＲＨ 0 、温度データＴ 0 を取り込
む一方、第２の記憶装置９が記憶する温度データＴ 0 に対応する飽和水蒸気量ＳＨ 0 の値
を用いて相対湿度データＲＨ 0 を絶対湿度ＡＨ 0 に換算し、この絶対湿度ＡＨ 0 のデータ
を第１の記憶装置８に記憶させる。
【００４８】
次に、中央演算装置１０は、一定時間後に再び相対湿度センサ６、温度センサ７の相対湿
度データＲＨ 1 、温度データＴ 1 を取り込んで、同様に絶対湿度ＡＨ 1 を求める一方、第
１の記憶装置８に記憶された絶対湿度データＡＨ 0 を読み出して比較し、絶対湿度の差（
ＡＨ 0 －ＡＨ 1 ）を求めて、その差及び温度差（ｔ 0 －ｔ 1 ）に応じて実施例１と同様に
して換気扇３の運転モードを切換える。
【００４９】
なお、この実施例では、運転モードの制御は、絶対湿度の差（ＡＨ 0 －ＡＨ 1 ）に適応す
るよう変更されるが、絶対湿度の差（ＡＨ 0 －ＡＨ 1 ）を温度Ｔ 0 における相対湿度の差
（ＲＨ 0 －ＲＨ 1 ）に換算して運転モードを制御することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の動作を説明するための図
【図２】本発明に用いる制御ユニットの構成を示すブロック図
【符号の説明】
１……換気口、２……建物の壁、３……換気扇、４……制御ユニット、５……電源制御回
路、６……相対湿度センサ、７……温度センサ、８……第１の記憶装置、９……第２の記
憶装置、１０……中央演算装置。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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